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2-1 亜熱帯の自然環境の現況と課題 

 

● 私たちが住む沖縄県は、日本列島の南西部に位置し、東西約1,000km、南

北約400km に広がる広大な海域に点在する大小160の島々からなる島しょ県

です。これらの島々は、北に沖縄島を主島とする沖縄諸島、南に宮古諸島

と八重山諸島からなる先島諸島、そして、東西に位置する大東諸島と尖閣

諸島で構成されています。また、琉球諸島の周辺を流れる黒潮の影響によ

り、年間を通して温暖な亜熱帯海洋性気候となっています。 

● 沖縄県を構成する島々を含む琉球列島は、かつて中国大陸の一部でした

が、約200万年前からの地殻変動に伴い大陸から離れ、徐々に現在の島へと

移り変わっていきました。大陸から渡ってきた動物たちは、海によって隔

たれたことで島独自の環境へ適応し固有の種へと進化していったといわれ

ています。 

● 沖縄諸島では近隣地域に近縁種が見られない固有種が多いことが知られ

ていますが、このことは、琉球列島の中央に位置する沖縄諸島がとりわけ

早く島となり、南北の島々と隔てられていたことが理由のひとつだと考え

られています。さらに、島の地形や地質が多様であったことや、それぞれ

の生物が関わり合い共生していく生態系へと進化したことも、豊かな生物

多様性が保たれている理由だと考えられています。 

● このように、沖縄の豊かな生物多様性は何十万年、何百万年という長い

歴史を経て創造された生物相互のつながりの上に成り立っており、沖縄の

先人達は、豊かな生物多様性から受ける恵みにより自然の脅威から守ら

れ、生活し、独自の文化を築いてきました。そして現代の沖縄において

も、生物多様性が織りなす豊かな自然環境は私たち県民のよりどころであ

るとともに、国内外から多くの人達を魅了するかけがえのない財産となっ

ていますが、このような島しょ性の自然環境は、環境負荷の増大に対して

脆弱であるという特性を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 沖縄県がかかえる環境問題の現況と課題 

本県の自然環境の由来や特徴 
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● 生物多様性とは、様々な生態系の存在や生物の種間及び種内に様々な差

異が存在することをいいます。例えば、森林、河川、湿原、干潟、サンゴ

礁などの異なるタイプの生態系があり、そこには多くの異なる動物や植物

が生息・生育し、同じ種の中でも地域や個体によって異なる性質を有して

います。 

● 人間は、生物多様性のもたらす恵沢がなければ生存できず、また豊かな

暮らしを営むことができません。私たちの暮らしは、生態系がもたらす恵

みである、食料や木材、衣料品などの供給、作物の受粉や病害虫の制御な

どの調節的効果、地域独自の文化などに支えられています。 

● 生物多様性については、以下に示すように生態系や種、遺伝子の３つの

レベルで捉えることができます。私たちが将来の世代にわたって自然から

の恵みを得ていくことを可能にするためには、その源である生物多様性を

維持していくことが重要です。 
生物多様性の 
3 つのレベル 

 

概要 

生態系の多様性 自然景観又は対象による様々な生態系の存在 

種の多様性 希少種や固有種、一般種を含めた様々な生物種の存在 

遺伝子の多様性 同種でも個体毎に違いがあるなど、様々な遺伝子の存在 
 
● 近年、生物多様性の価値の内容は「生態系サービス」と呼ばれるように

なり、基盤となる土壌形成や食糧の供給、気候調整など人間の生活及び社

会環境と密接に繋がっており、生態系から受ける恩恵やその価値が重要視

されつつあります。 

● 国連のミレニアム生態系評価では、生態系サービスを「基盤サービス」、「供給

サービス」、「調整サービス」、「文化的サービス」の4つに分類しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性と生態系サービスの概要 

資料：ミレニアム生態系評価 

生態系サービスと人間の福利の関係 

 矢印の色： 

社会経済因子による仲介の可能性 

低 中 高 

 矢印の幅： 

生態系サービスと人間の福利との間の関連の強さ 

弱 中 強 

 
生態系サービス 

福利を構成する要素 

安全 

健康 

良い社会的な絆 

豊かな生活の基本素材 

選択と行動の自由 

地球上の生命 - 生物多様性 

基盤サービス 
栄養塩の循環 
土壌形成 
一次生産 
その他 

供給サービス 

食糧 
淡水 
木材および繊維 
燃料 
その他 

調整サービス 

気候調整 
洪水制御 
疾病制御 
水の浄化 
その他 

文化的サービス 
審美的 
精神的 
教育的 
レクリエーション的 
その他 

個人の安全 
資源利用の確実性 
災害からの安全 

適切な生活条件 
十分に栄養のある食糧 
住居 
商品の入手 

体力 
精神的な快適さ 
清浄な空気および水 

社会的な連帯 
相互尊重 
扶助能力 

個人個人の価値
観で行いたいこ
と、そうありたい
ことを達成でき
る機会 
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● これら 4 つの生態系サービスの視点から、本県における人々の暮らし、産

業、文化、自然との関わりを示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本県における生態系サービスの概要 

資料：「生物多様性おきなわ戦略」(平成 25 年３月)沖縄県環境生活部自然保護課 
※上記資料をもとに作成 

基盤サービス 

○サンゴ礁、地球上で最も生産力が高い生態系のひとつである 

○サンゴ礁は、そこに生息している多様な動物たちが植物プラ

ンクトン、サンゴと共生している褐虫藻、海草が生産した有

機物を効率よく利用しているバランスのとれた生態系 

栄養塩の循環 

○自然の構成要素    ○土壌微生物による作用 
○食料生産の基盤 
○環境浄化の場    
○pＨの緩衝作用 
○保水作用 

土壌形成 

供給サービス 

○農林業(さとうきび、かんしょ、ゴーヤー、とうがん、
マンゴー、へちま、島ラッキョウ、チデークニ(島ニ
ンジン)等) 

○養豚業(遺伝子資源を活用したアグーブランド豚) 
○水産業(ブダイ類、ハタ類、ハマフエフキ、オキナワ

モズク、マグロ類) 

食料 

○沖縄島北部の森林は首里城や進貢船の建材、農用資

材、生活資材(薪、建材)として利活用(琉球王国時代) 

○沖縄島中南部の林は、製糖の薪の供給源として利用

(明治～昭和初期) 

○沖縄戦直後は戦災を受けた沖縄島中南部の復興のた

め、沖縄島北部の森林から建材や燃料を供給 

○古民家の石垣(琉球石灰岩やサンゴ岩) 

○琉球石灰岩の墓石や表札、モニュメント等への利用 

建材・燃料等 

○薬用植物(ウコン類、クミスクチン、グアバ、ボタン 
ボウフウ(長命草)等) 

○自生植物の商品開発への活用、海洋生物や菌類などの
医薬品としての開発可能性・実用化期待 

薬用植物等 

調整サービス 

○森林による水源のかん養 
○沖縄島中南部や宮古島におけるカー、ヒージャー等 

の井泉の利用 
○森林による土壌流出の防止 
○マングローブ林による土砂の堆積作用 
○干潟による水質浄化機能 
○干潟による海水濾過 
○フクギ等を活用した防風林、防潮林の形成 

気候の調整・水の浄化 

○サンゴ礁により形成されるリーフによる高波の減衰や 
島内への波浪の侵入防止 

○サンゴ礁による海岸防護機能 
○マングローブ林による高潮や津波などの勢力衰退効果 

沿岸防災機能 

文化サービス 

○沖縄観光の基盤となる豊かな自然環境 
○海水浴・マリンレジャー・ダイビング・エコツアー等 

の活動 
○サンゴ礁での魚釣りや外海で回遊魚釣りなど多様な形

態の釣り 
○干潮時のサンゴ礁のイノーやヒシでの潮干狩り(イザイ) 
○浜辺におけるビーチパーティー 

レクリエーション 

○豊作や大漁など豊年を感謝し、祈願することが目的で 
ある祭り(綱引き、奉納芸能、ウシデーク、エイサー、
クイチャー等) 

○御嶽(村落祭祀の中心) 
○浜下り(不浄を清め、健康を祈願する伝統行事) 

精神性 

○日本、中国、東南アジアの国々の文化や技術・技法 

を導入し、人々の暮らしに生かされてきた個性豊か 

な伝統工芸品の発展 

○豊富な染料植物や繊維植物の原料入手による個性豊 

かな染織 

○ヤコウガイの加工による螺鈿細工を施した琉球漆器 

伝統工芸 

土壌形成や、栄養塩の循環、一次生産など、供給・調整・文化サービスがうまく機能 
するためのサービス 

食料、水、木材、燃料、生化学物質など生態系が生産する財産 

気候の調整、水質浄化など生態系プロセスの制御により得られる利益 

精神性、レクリエーション、美観、教育、象徴など生態系から受ける非物質的利益 

○抱護林(ホーグ)による水源のかん養、集落全体の住居
環境の保護機能 
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● 本県は、過去に大陸との分離や結合を繰り返して形成された南西諸島独

特の自然環境を有しており、本土と比較すると固有種の多い特徴的な生物

相を呈した島しょ生態系として位置づけられています。また、やんばる地

域に広がるイタジイ林等を代表とする森林生態系や、河川や湿原等に存在

する陸水生態系、サンゴ礁や砂浜、干潟等に存在する沿岸･海洋生態系な

ど、景観又は対象に応じて様々なタイプに細区分できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県における生態系区分の概要 

各生態系区分の概要図 
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◆◆◆ 外来種問題 ◆◆◆ 

■ 近年、多くの移入動植物や帰化動植物が増え始め、本県に生息･生育

する動植物や生態系への影響が懸念されています。 

■ 移入種と在来種との交雑による中間雑種も確認されており、生物の遺伝

的な攪乱等が懸念されています。 

■ 国内外来種(国内の他地域から人為的に持ち込まれた動植物)の生息域の

拡大や繁茂等により、生態系や生物多様性への影響が懸念されています。 

【哺乳類】 

■ ハブやネズミの駆除を目的に沖 

縄島南部地域に導入されたマング 

ースは、現在では北部のやんばる 

地域まで分布域を広げ、在来の野 

生動物を捕食しており、ヤンバル 

クイナやトゲネズミなどの希少種 

への影響が危惧されています。ま 

た、野生化したイヌやネコも在来 

の動物を捕食していることから、 

人為的要因により侵入した移入種の排除が必要となっています。 

【両生類･爬虫類】 

■ 八重山諸島では、害虫駆除を目的に中

南米原産のオオヒキガエルが導入されて

おり、本種は捕食、競合及びその強力な

皮膚毒によって、在来の生物多様性に大

きな影響を与えています。 

■ 石垣島ではペットとして導入された中

南米原産のグリーンイグアナが定着・繁

殖し、花や果実の食害により、島内に生

息・生育する動植物への影響が懸念され

ています。 

■ 沖縄島中部では1970年代より台湾原産

の大型ヘビであるタイワンスジオが定着

・繁殖し、近年では北部地域でも確認さ

れています。本種は主に昼間に活動し、本県に在来する齧歯類や鳥類等を

捕食するなどし、被害を拡大させています。 

【魚類】 

■ 中南部のため池や河川、久米島等のダム湖内ではブルーギルやモザンビ

ークティラピア等が繁殖し、在来の魚類及び水生生物の捕食や、生息場所

の拡大により、河川や湖沼の生態系に影響を及ぼしています。 

【植物】 

■ ツルヒヨドリ・アメリカハマグルマ等の外来植物

の繁茂･逸出により、周辺の植物や植生への影響が懸

念されています。また、ダム湖ではボタンウキクサ

やホテイアオイ等、干潟では本来離島にしか生育し

ないヒルギダマシの繁茂や分布域の拡大に伴い、生

態系への影響や水質等の環境悪化を引き起こしています。 

本県における各生態系に関係する主な問題 

マングース 

グリーンイグアナ 

ボタンウキクサ 

資料：環境省那覇自然環境事務所・沖縄県　報道発表資料　平成29年9月

北部地域におけるマングース捕獲数と捕獲メッシュ数の推移
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◆◆◆ 琉球諸島の世界自然遺産登録に向けて◆◆◆ 

■ 琉球諸島に属する本県は、国内唯一の”亜熱帯海洋性気候”にあり、近

傍を流れる黒潮の影響により一年を通して温暖な気候にあります。そのた

め、亜熱帯域に多雨林が発達する、世界でも稀で特異な自然環境を有する

地域となっています。 

■ 沖縄本島北部は「やんばる」と呼ばれ、日本最大級の亜熱帯照葉樹林が

広がり、ヤンバルクイナをはじめとする希少な動植物が生息・生育してい

ます。さらに、広大なマングローブ林や原生林を有する西表島では、イリ

オモテヤマネコを頂点とする生物多様性豊かな生態系が形成されていま

す。琉球諸島のこれらの地域は、鹿児島県の奄美大島、徳之島と共に「奄

美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」として世界自然遺産への登録を

目指しています。 

■ 世界自然遺産の登録にあたっては、人類共通でかけがえがなく、他に二

つとない「顕著な普遍的価値（=遺産価値）」を有していることや、当該

地域の自然環境を厳正に保護する措置がとられていること、遺産の管理体

制が構築されていることなどが求められます。 

■ 本地域は、大陸との地史を反映した独自の陸域生態系や、ヤンバルクイ

ナをはじめとする多数の国際的絶滅危惧種が生息・生育している生物多様

性が、顕著な普遍的価値として登録基準を満たす可能性が高いとされてい

ます。 
■ また、遺産地域を厳正に保護するための措置として、やんばる地域及び

西表島では、平成 28 年４月には西表島のほぼ全域を含む形で「西表石垣

国立公園」が大幅拡張され、同年９月には「やんばる国立公園」が新規指

定されました。 

■ 国立公園化等による保護措置が整ったことを受け、平成 29 年２月に世

界遺産登録に係る推薦書がユネスコに提出され、同年 10 月には諮問機関

IUCN（国際自然保護連合）による現地調査が行われました。その後、IUCN

による審査の結果、平成３０年５月に登録「延期」が適当であると勧告さ

れましたが、遺産登録の可能性が十分にあることが示されたことから、引

き続き確実かつ早期の世界自然遺産登録を目指していくこととしていま

す。 

■ さらに、登録後も将来に渡って遺産価値を維持・強化するため、遺産を

順応的に維持管理する体制を構築し、マングースやノイヌ・ノネコ等の外

来種対策、イリオモテヤマネコ等の希少種の保護、持続的な利用に向けた

適正な観光管理などに取り組んでいくこととしています。 

■ 世界自然遺産登録がゴールではなく、 

登録を契機に地域住民が地域の自然に 

誇りを持てるよう自然を守り、継承し、 

地域の持続的な発展につなげていく必 

要があります。そのためには、登録地 

域の住民を含めた県民が登録に関する 

理解を深め、行政や関連機関と一体と 

なって地域の自然環境の保全と地域社 

会の持続的な発展に向けて取り組んで 

いくことが重要です。 
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2-1-1 森林生態系 

 
      
● 本県は亜熱帯海洋性気候

に属し、複雑な地形や地質

等の環境条件と相まって、

多様で豊かな自然環境が形

成されています。とりわけ

沖縄島北部地域や八重山地

域等の山地部では、イタジ

イを中心とする自然度の高

い亜熱帯常緑広葉樹林が広

がり、その多様性・特異性

に富む生物相は、世界的に

も貴重な価値を持つものとされています。 

● 沖縄島中南部の低地においては、昔から農地等の開墾や宅地化が進ん

だことから、林や森は石灰岩の丘など土地利用が困難な場所に残さ

れ、ガジュマルやリュウキュウガキ等の石灰岩特有の植生など、本県

の特徴的な森林として残されています。 

● 海岸低地から内陸山地まで広い範囲において、琉球列島の固有種である

リュウキュウマツ林が二次林として発達しています。 

● 森林生態系は、ヤンバルクイナやノグチゲラ、ケナガネズミ、ヤンバル

テナガコガネ等、多くの野生動植物の生息・生育の場であるとともに、県

民の生活の基盤でもあり、水源の涵養、県土の保全、水や大気の浄化、レ

クリエーションの場等、極めて多様な機能を持ち、県民の健全で安定した

生活環境を維持・形成して行く上で図り知れない価値を有しています。 

● しかし、これまでにリゾート施設の建設や農地開発・ダム・道路の建設

等、各種経済活動に伴う森林の伐採等による改変が進んでおり、県土面積

の狭い本県の自然環境への影響が懸念されています。 

● 沖縄島北部の森林域まで北上した特定外来生物のフイリマングースにつ

いては、ヤンバルクイナ等、森林生態系に生息する動物への影響が懸念さ

れます(外来種問題については p47参照)。 

● やんばる地域の世界自然遺産登録にあたり、希少種の保護や外来種対策

などに取り組んでいく必要があります。(世界自然遺産登録については p48

参照)。 

    

ヤンバルクイナ ケナガネズミ 大木の樹洞 

(昆虫類の生息場) 

ヤンバルテナガコガネ 

 

現況 

イタジイを中心とする自然度の高い亜熱帯常緑広葉
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■ 課題解決に向けた目標設定及び施策は第３章に記載 
第３章 ３－２－３ 森林生態系の保全・再生(P141～P144に記載) 

①森林生態系の保全 
②多様な生物の生息・生育環境の保全 
③森林・みどりの整備の推進 
④外来種対策の推進 
⑤自然との触れ合いの場の保全と創造 

これまでの取組と今後の課題 

 

・本部カルスト地域の沖縄海岸国定公園区域への編入、多良間県立自然公園

の新規指定(平成22年度(2010年度)) 

・国・県指定天然記念物６件における樹勢回復等の保護事業実施 

・やんばる地域におけるマングース対策の実施(北上防止柵を設置) 

・特殊鳥類等生息環境調査の実施(平成 28 年度(2016 年度）に沖縄島北部に

おける小型コウモリ類の生息状況調査)  

・侵略的外来種における侵入状況調査の実施(平成27年(2015年)、平成28年度

(2016年度)) 

・市町村との連携による有害鳥獣の駆除 

・地域森林計画に基づく森林整備や治山施設整備の実施 

・グリーン・ツーリズム実践者の支援、人材育成等の実施 

・34市町村における田園環境整備マスタープランの作成 

・体験・滞在型プログラムや施設の整備 

・国頭村における森林セラピーの事業展開 

・国頭村、大宜味村、東村における森林ツーリズム推進体制の構築 

･･･等 
 

● 自然保護地域の適正な配置・管理、新たな保護地域の指定推進 

● 開発や諸経済活動に伴う事業の区域や規模等についての調整 

● 貴重な野生動植物の生息・生育環境の改変や盗採に対する監視機能強化 

● 貴重種それぞれの生活史、生息域、個体数等の調査・研究を詳細に実施

し、生態や生息環境等を把握 

● 貴重な野生動植物の保護及び増殖に関する調査研究の推進、技術確立 

● 外来種の調査研究の推進 

● 外来種対策(捕獲や駆除)の推進・促進 

●  外来種による野生動植物への影響を未然に防止するための取組の推進 

● 世界自然遺産登録に向けた関係機関との調整及び取組の推進(希少種や固

有種の保護･生育及び生息地の保全･外来種の駆除･適正利用の推進・普及

啓発の推進等) 

取組実績の例 

課題 
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2-1-2 陸水生態系  

 
 

● 琉球列島の河川は、本土河川と比較して流路

延長が短く急流となるため、海域から河川へ遡

上する魚類の上流域までの遡上が不可能な場合

もあり、河川環境によって生物相が限定される

特徴があります。 

● 沖縄島北部地域は、中南部地域の河川に比べる

と人為的影響が少ないことなどから、比較的河川

生物の種類が豊富で、渓流性植物であるコケタン

ポポやオキナワヒメナキリ等、魚類のヨロイボウ

ズハゼやアオバラヨシノボリ等、両生類のイシカ

ワガエル、イボイモリ等、甲殻類のオキナワオオ

サワガニ、アラモトサワガニ、オキナワミナミサ

ワガニ等、貝類のマルタニシ、水生昆虫類のオキ

ナワミナミヤンマ、カラスヤンマ等といった、学

術的に貴重な生物が生息しています。しかし、上流域の農地開発等に伴う赤土

等の流出や集落内からの生活雑排水等の流入による水質汚濁、治水事業に伴う

河川横断工作物(砂防ダム、取水堰等)の設置、河道の人工化などにより河川生

物の生息場が消失しつつあります。 

● 人間活動が活発な沖縄島中南部地域の河川においては、生活雑排水、畜

舎排水等の流入による水質汚濁や、これまでの治水機能のみを重視した河

川整備、外来生物の侵入(外来種問題については p47 参照)等により、河川

生物は攪乱を受けていますが、攪乱を受けずに自然が残っている一部の地

域では魚類のミナミメダカやタイワンキンギョ、甲殻類のサカモトサワガ

ニ、オキナワオオサワガニ等の貴重種が生息しています。 
 

 

 
アオバラヨシノボリ アラモトサワガニ イシカワガエル 

  
 

コケタンポポ ナガバハグマ オキナワヒメナキリ 

現況 

北部地域の河川の状況 



52 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■課題解決に向けた目標設定及び施策は第３章に記載 
第３章 ３－１－６ 赤土等流出の防止(P128に記載) 
     ①赤土等流出の防止 

３－２－４ 陸水生態系の保全・再生(P145～P148に記載) 
          ①陸水生態系の保全 
     ②自然環境に配慮した憩い潤いのある水辺づくりの推進 
     ③多様な生物の生息・生育環境の保全 

これまでの取組と今後の課題 

 
 
・環境影響評価法、沖縄県環境影響評価条例に基づく、環境影響評価手続き

を踏まえた環境保全措置の実施 

・赤土等流出防止条例に基づく届出等の審査、監視、指導等の随時実施 

・公共用水域の水質監視 

・生活排水対策重点地域の指定による指定地域の対策の推進 

・農業農村整備事業における赤土等流出防止による開発行為事業箇所からの

流出量の減少 

・水質保全対策事業(耕土流出防止型)による勾配抑制やグリーンベルト等の

整備(平成22年度(2010年)整備率33.4％、達成率47.8％) 

・国場川等の多自然川づくりの推進 

・慶佐次川流域の自然環境再生事業の推進 

・農業農村整備事業における自然環境保全や復元に配慮した計画の推進 

・34 市町村における田園環境整備マスタープランの策定 

・グリーン・ツーリズム実践者の支援、人材育成等の実施 

・農林漁業体験施設等の整備による陸水生態系の保全に関わる普及・啓発活

動の推進 

 
 
● 自然保護地域の適正な配置・管理、新たな保護地域の指定推進 

● 開発や諸経済活動に伴う事業の区域や規模等についての調整 

● 貴重な野生動植物の生息・生育環境の改変や盗採に対する監視機能の強

化 

● 貴重種それぞれの生態、生息域、個体数等の調査を継続的に実施し、生

態や生息環境等を把握 

● 貴重な野生動植物の保護及び増殖に関する調査研究の推進、技術の確

立 

● 外来種の調査研究の推進 

● 外来種対策(捕獲や駆除)の推進・促進 

●  外来種による野生動植物への影響を未然に防止するための取組の推進 

● 治水事業等による生態系の分断等生態系への影響の把握及び回避、低減 

● 環境の保全・再生に視点をおいた公共事業の実施や技術開発 

● 自然環境の再生の推進 

取組実績の例 

課題 


